
　　　　　　　　　　　　　　　　   令和 8 年 9 月 29 日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
午前 10 時 30 分～

１．あいさつ

２．発表内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ページ        

　　　（１）【雨宮 秀行氏からの寄附金を活用】

　　　　　　個人のご厚意で『ガリガリ君』を学校給食で提供

　　　（２）【DEEP VALLEY Agritech Award 2026』ファイナリスト決定！】

　　　　　　最終審査および表彰式を開催！

次回日程　定例記者会見　　　　　

　　　　　会場：市長公室

　　　　　日時：令和 8 年 10 月 27 日（火）午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分

市長定例記者会見次第
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雨宮
あまみや

秀行
ひでゆき

氏からの寄附金を活用 
個人のご厚意で『ガリガリ君』を学校給食で提供 

 
■ 概要 

深谷市は、市内小前田地内に工場を有する株式会社アタゴ（本

社：東京都港区）代表取締役社長 雨宮秀行氏から、市内公立小・

中学校児童生徒に『ガリガリ君』アイス（４３，４４０食）を提供

するための寄附金５０４万円を受納しました。 

今回の寄附は、雨宮氏の『深谷のこどもたちに喜んでもらいたい』

という想いから実現したものです。こどもたちの健やかな成長、郷

土愛の醸成、暑さ対策などを図ることを目的に、地元企業である赤

城乳業株式会社の人気商品『ガリガリ君』が、学校給食を通じてこ

どもたちに届けられます。 

 
■ 提供品 

『ガリガリ君』カップタイプ（６０ｍｌ） 

 

 

 

 

 
 

 
■ 提供時期 

９月下旬～１０月下旬（約１カ月間）を予定 
※期間中に各校４回程度提供。提供日は学校ごとに異なります。 

 
■ 提供食数 

市内公立小・中学校２９校に４３，４４０食を予定 
（内訳） 

小学校１９校２８，２４０食（児童など７，０６０人×４回） 
中学校１０校１５，２００食（生徒など３，８００人×４回） 

※各校の献立表に掲載。提供日に校内放送で雨宮氏からの寄附の

趣旨を伝えます。 
 
■ 問い合わせ先 

深谷市教育部 教育総務課 ☎048‐574‐5811 

カップタイプのアイスは、

学校給食や医療・福祉施設

などの業務用として、トー

ニチ株式会社が製造販売

しています。 
▲ソーダ味 ▲ぶどう味 
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『DEEP
ディープ

 VALLEY
バ レ ー

 Agritech
ア グ リ テ ッ ク

 Award
ア ワ ー ド

 2026』ファイナリスト決定！ 
最終審査および表彰式を開催！ 

 
■ 目的 

深谷市では、『儲かる農業都市』の実現に向け、『農業の未来が
集まる場所へ』を『DEEP VALLEY Agritech Award』のキャッチ
コピーとして掲げ、農業の課題解決につながるビジネスコンテス
ト『DEEP VALLEY Agritech Award 2026』を開催しています。 
８回目を迎える今回、多数の応募の中から厳正な選考を行い、

ファイナリスト６社を決定し、１０月１４日（水）に最終審査お
よび表彰式を実施します。 

 
■ とき 

１０月１４日（水）午後１時～６時３０分 
（開場＝午後０時３０分） 

 
■ ところ 

深谷市役所本庁舎３階大会議室 
 
■ 内容 

午後１時～４時３０分＝最終審査、株式会社エンドファイト（令
和７年度最優秀賞受賞企業）から事業進捗報告 
午後４時３０分～５時３０分＝表彰式 
午後５時３０分～６時３０分＝名刺交換会および展示見学 

 
■ ファイナリスト６社および提案テーマ 
・コンテストテーマ 『農業×◯◯＝未来』 
・ファイナリスト６社 

①株式会社栄農人（エナジー） 
『農業×継承＝未来』。農業の担い手不足が深刻になる中、

離農する農家の農地や技術、地域とのつながりを次の世代

へ引き継ぎ、若い人材が働き続けられる強い農業法人を深

谷市につくることを目指す。 
②株式会社ミライ菜園（さいえん） 
『農業×病害虫予報 AI＝未来』。日本有数のブロッコリ

ー産地である深谷市を対象に、地域の実情に合った病害虫

予報を構築し、被害を未然に防ぐ仕組みを提案。 
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③株式会社オーケープランニング 
『農業×計量 DX＝未来』。市販の Bluetooth 対応のはか

りとスマートフォンアプリを連動させ、農産物の重量選別

や組み合わせ計量を手軽にデジタル化する仕組みを提案。 
④株式会社 MINORICA（ミノリカ） 

『農業×植物エネルギー＝未来』。植物強化剤『プラント

コール』を深谷ねぎの栽培へ取り入れ、高温に負けにくい新

たな栽培方法をつくることを目指す。 
⑤AGC（エージーシー）株式会社 
『農業×化学技術＝未来』。近年深刻化している高温スト

レスによる作物の収量・品質低下を抑え、収量の安定と生産

者の所得向上につなげる資材を提案。 
⑥株式会社 FieldWorks（フィールドワークス） 
『農業×小型ロボット＝未来』。深谷市の生産者の声を聞

きながら開発した薬剤散布ロボット『ウネマキ』を、より多

くの農家が使える仕組みへと育てることを目指す。 
 
■協賛・後援 
協賛 株式会社シタラ興産／株式会社埼玉りそな銀行 

神鋼鋼線工業株式会社 
Breakshell Design（ブレイクシェルデザイン）株式会社 

後援 農林水産省／総務省／埼玉県／株式会社埼玉りそな銀行 
一般社団法人ベンチャーキャピタル協会／ジェトロ埼玉 
 

『DEEP VALLEY Agritech Award 2026』の特設サイト

内では、ファイナリスト６社が本コンテストにエントリ

ーしたテーマや内容、農業課題解決に向けて掲げる想い

を公開していますので、ぜひご覧ください。 
 
・特設サイト：https://agritechaward.deep-valley.jp/ 
・ファイナリスト紹介ページ： 
https://agritechaward.deep-valley.jp/award/finalists/ 
 
■ 問い合わせ先 

深谷市産業振興部 産業ブランド推進室 ☎048‐577‐3819 

▲特設サイト 

▲ファイナリスト 
紹介ページ 
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